
3)せん断照査位置のせん断力

照査位置のせん断力は以下により算出する。

Q=け き虫Gキ の

照査位置のせん断力 (kN)

始端でのせん断力 (kNl

終端でのせん断力 (kNl

スパン長 (m)

せん断照査位置 (m)

短辺方向

照査位置 X=0.650(m)

Q=別■鶴3-瑞×121榊切■⑩
=108.817(kN)

長辺方向

照査位置 X=0,650(m)

0=別榊 ―瑞 ×121櫛川鶴0
=108.817(kN)

ア」

・・　
・
・　
・・　
・・　
‥

こ

Ｑ

Ｑ
ｌ

Ｑ

」

Ｘ

こ
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2.4.3断面照査

【部材番号 3】 く前後方向〉

地表面からの深度 9.000～ 9,700(m)

形状国の単位:mm 主鉄筋 (上面)

主鉄筋 (下面)

段
かぶり

(コaコn)

ピッチ
(mmm)

鉄筋径 本数
鉄筋量
(証 )

1 110,00 250.0 D22 4.000 1548.400

段
カ ぶ

血

ピッチ
(コnコn)

鉄筋径 本数
鉄筋量
(耐 )

1 110,00 250.0 D22 4.000 1548,400
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記号 単位 端 都 中央部 h/2メく

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN m -66.7673 35.7038 -66 7673

N kN

V kN 108 8166

部材幅

部材高

有効幅

有効高

B nHl 1000,0 1000.0 1000.0

H HЫ l 700.0 700,0 700.0

bv HHl 1000.0 1000.0 1000,0

d 餌Ыl 590.0 590,0 590.0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 凝

D22× 400
1548.40

D22× 4.00
1548.40

D22× 400
1548 40

As' ntt12 0 00 0.00 0 00

最小鉄筋量 0.0020・ B・ d

0 008。 N・ 103/。 ca

判定

As.th Hlln2 1180 00 1180 00

AsLih mll12

〇 ○

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X nlHl 143 8965 143.8965 143.8965

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/縦 24.0 24,0 24.0

fyk N/縦 345 0 345 0 345 0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許本圧縮応力度

判定

N/耐 1,7109 0.9149

O ca N/縦 6.0000 8.0000

○ ○

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/耐 79.5635 42.5465

N/紺 160.0000 160,0000

○ ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに 関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

N/鯖 0,1844

Ce 1.234

Cpt 0,962

CI 1 000

τ。と N/篇 0,2732

○

コンクノー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

τ o N/縦 0 7575

τ oB N/縦 1.6000

O
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【部材番号 3】 〈左右方向〉

地表面からの深度 9.000～ 9.700(ml

形状図の単位imm 主鉄筋 (上面)

主鉄筋 (下面)

8

段
力ヽぶり

(llull)

ピッチ
(lpm)

鉄筋径 本数
鉄筋量
側 )

1 110,00 250,0 D22 4.000 1548.400

段
かぶり
(Inml

ピッチ
(mla)

鉄筋径 本数
鉄筋量
(置 )

1 110,00 250.0 D22 4.000 1548 400
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[1]常 時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端 都 中央都 h/2′ミ

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN m -66 7673 35,7038 -66 7673

N kN

V kN 108.8166

部材幅

部材高

有効幅

有効高

B mlと l 1000.0 1000,0 1000.0

H HЫ l 700.0 700.0 700.0

bv 口Hl 1000,0 1000.0 1000,0

d mlll 590.0 590.0 590.0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 耐

D22× 4.00
1548,40

D22× 400
1548.40

D22)(4 00
1548.40

As 鯖 0,00 0 00 0.00

最小鉄筋量 0.0020・ B・ d

O.008・ N・ 100/σ ca

判定

AsLIn

“

lln2 1180,00 1180 00

Asttth 耐

○ O

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X
“

Hl 143 8965 143.8965 143.8965

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/耐 24.0 24.0 24.0

fyk N/縦 345,0 345,0 345 0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

N/耐 1.7109 0 9149

σ .. N/謂 6.0000 8.0000

○ O

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

N/耐 79.5635 42.5465

N/縦 160,0000 160.0000

○ ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに 関する補正係数

軸方向圧縮力による′補正係数

許容せん断応力度

判定

V厨 0.1844

Ce 1 234

Cpt 0.962

Cド 1 000

τ al N/紺 0.2732

○

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

N/mm2 0 7575

T eF N/鯖 1.6000

○
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2.5側壁の計算

2.5,1フ レームモデル

側面(左壁)

(前壁)

[1]常時

2.5.2断 面力の計算

【部材番号 2】

[1]常 時

前壁

後壁

左壁

側面(右壁)

正面 背面
モデル化

90,000

部材
番号

都材名称
荷重p

(kN/だ )

前後幹 左右壁

断面積
A(♂ )

断面2次モーメン ト
I(∬ )

断面積
A(ギ )

断面2次モーメン ト
I(ざ )

2 0,600 0,018000 0,600 0.018000

No 距離 l血) 位 置 M(kN.血 ) S(kN) N(l(N)

1 0.000 端 都 -50 700 117 000 117.000

2 0,600 h/2点 3.300 63.000 117.000

3 1.300 中央部 25.350 0 000 117.000

4 2.000 V2点 3.300 -63.000 117.000

5 2.600 端 都 -50,700 -117.000 117.000

No 距離 (m) 位置 M(kN.m) S(kN) N(kN)

1 0.000 端 部 -50.700 117 000 117.000

2 0.600 h/2点 3.300 63.000 117.000

3 1,300 中央部 25.350 0.000 117.000

4 2.000 h/2′煮 3.300 -63.000 117.000

5 2.600 端 都 -50 700 -117.000 117.000

No 距離 (m) 位置 M(kN,m) S(kN) N(kN)

1 0.000 端 部 -50.700 117.000 117.000

2 0.600 h/2点 3.300 63.000 117.000
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No 距離 (ml 位置 M(kN.ml S(kNl N(kN)

3 1,300 中央部 25.350 0.000 117.000

4 2.000 h/2メ氣 3.300 -63.000 117 000

5 2.600 端部 -50.700 -117.000 117.000

No 距離 (血) 位置 M(kN.ml S(kNl N(kNl

1 0.000 端部 -50.700 117.000 117 000

2 0.600 h/2メ氣 3.300 63.000 117.000

3 1.300 中央部 25.350 0.000 117.000

4 2.000 h/2五氣 3.300 -63.000 117.000

5 2.600 端部 -50.700 -117,000 117.000

右 壁

曲げモーメン ト

-50.7

117

117

せん断力
〇
〇
ト

〇
〇
〇
．卜
＝
Ｈ

〇
ゆ
い

〇
〇
〇

∞
Ｏ

卜
「
日

〇
〇
〇

．』
＝

〇
〇
〇

．∞

117.

63.

０

　

０

０

　

０

●

　

０

25 350

〇

最大値 = -50,700(kN・ ml

〇
〇
〇

-63

700
-117

000

7.000

ト

最大値 = 1170001(kN)

．ゆ
『

．め
Ｏ
Ｉ

軸カ

)
〇
〇
〇

０

　

　

　

　

０

０

　

　

　

　

０

０

　

　

　

　

０

』
＝
「

最大値 = 117.000(kN)

』
Ｈ
＝

ヽ
、

/

預

)0℃ 出

要

337



2.5.3断面照査

【部材番号 2】 く前後壁 水平方向〉

地表面からの深度 0.500～ 9.000(m)

形状国の単位 :mm 主鉄筋 (外側 )

主鉄筋 (内側)

8

段
かぶり

(コnコn)

ピッチ
(mml

鉄筋径 本 数
鉄筋量
(試 )

1 100,00 250.0 D19 4.000 1146.000

段
かぶ り
(mm)

ピッチ
(血■l

鉄筋径 本数
鉄筋量
(耐 )

1 100.00 250.0 D19 4.000 1146.000
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端 部 中央部 h/2′ミ

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN m -50 7000 25。 3500 3.3000

N kN 117.0000 117,0000 117.0000

V klN 63.0000

部材幅

部材高

有効幅

有効高

B HHl 1000.0 1000.0 1000.0

H anl 600.0 600.0 600.0

bw nlHl 1000.0 1000.0 1000.0

d

“

lttl 500 0 500 0 500,0

主鉄筋    鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 籠

D19× 4.00
1146,00

D19× 400
1146.00

D19× 4.00
1146.00

As' m2 0 00 0 00 0.00

最小鉄筋量 0.0020。 B・ d

O.008・ N。 103/σ  ca

判定

As.1、

“

n12 1000,00 1000.00

Ash、 画
2

156,00 117.00

〇 O

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X
“

lln 186.7429 322.9611 1201 1148

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/縦 24,0 24.0 24.0

fyk N/耐 345 0 345 0 345.0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/縦 1.8129 0.7695

σ .. N/耐 6,0000 8,0000

〇 O

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

N/縦 45,6162 6.3270

σ sJ N/耐 160.0000 160.0000

○ ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

N/耐 0.1260

Ce 1 286

Cpt 0,929

C. 2 000

τ。1 N/証 0 5496

○

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

τ N/証 0 6038

τ ca N/耐 1.6000

○
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【部材番号 2】 く左右壁 水平方向〉

地表面からの深度 0.500～ 9.000(m)

形状国の単位 :mm 主鉄筋 (外側)

主鉄筋 (内側)

覆

段
かぶ り
(mml

ピッチ
(mml

鉄筋径 本数
鉄筋量
(試 )

1 100.00 250.0 D19 4,000 1146,000

段
かぶり
(曲)

ピッチ
(耐

鉄筋径 本数
鉄筋量
(耐 )

1 100.00 250,0 D19 4.000 1146.000

340



[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端 都 中央都 h/2′点

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M l(Nr m -50,7000 25.3500 3 3000

N kN 117.0000 117.0000 117.0000

V kN -63 0000

部材幅

部材高

有効幅

有効高

B HHl 1000,0 1000.0 1000.0

H
“

Hl 600 0 600,0 600.0

bv mlll 1000.0 1000.0 1000.0

d mill 500,0 500.0 500.0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 耐

D19× 400
1146.00

D19× 4.00
1146.00

D19)(4.00
1146.00

As' 鯖 0 00 0,00 0.00

最小鉄筋量 0.0020・ B・ d

O.008・ N。 103/σ ca

判定

AsLth 謂 1000 00 1000 00

AsHlh 耐 156.00 117 00

O ○

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X
“

Ыl 186 7429 322.9611 1201.1148

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/厨 24.0 24.0 24.0

fyk N/縦 345 0 345 0 345 0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

0 N/耐 1 8129 0,7695

O ca N/縦 6.0000 8.0000

〇 O

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

N/耐 45.6162 6.3270

N/縦 160.0000 160.0000

○ O

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに 関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

N/縦 0.1260

Ce 1 286

Cpt 0.929

CN 2 000

τコ1 N/縦 0.5496

○

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

τ N/耐 0.6038

N/籠 1.6000

○
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2.6安定計算

2.6.1浮き上がりに対する安定

(1)浮力

U=γ v・ Vh

ここに、

U :澤力 (kN)

:水の単イ立童量 =10.000(kN/m3)

:地下水位以下の躯体体積 (m3)

地下水位以下の躯体体積

U = 10.000× 99.328

= 993,280 (kN)

γ v

Vh

(2)鉛直荷重

W=Wc+Wu

W

Wc

Wu

に

鉛直荷重 (kN)

躯体自重 (kN)

頂版上の上砂重量 (kN)

[1]常時

l' = 1600.536 + 0,000

=1600.586(kN)

(3)安全率

安全率F=寺

[1]常時

1600.536
F =  993.280

=1.611≧ 許容安全率 Fa=1,200

部材
番号

面積 X高 さ 体積
(ぜ)

1 3.200)(3.200〉 く0.500 5.120

2 3 200〉(3.200〉(8.500 87.040

3 3.200)(3.200〉 (0,700 7.168

合計 υυ.328
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構造計算

第 3調整池 (オ リフィス桝)(各調整池共通)
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第3調整池

(オリフィス桝 )

縮尺 1:150

設計条件

断 面 図

＼

＼

叱
＼＼

埋戻土

γ=13.3kN/m3
C=25.7kN/m2
φ=22.7°

＼

フ ス

X

＼

_貿翌4雪4(柳」4_rΔ

平 面 図

¬

L 」

」

HPφ l∞0

Ⅲ 
‖Pφ 1000 コ
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第3調整池

(オリフィス桝 )

縮尺 1:150

配筋要領

断 面 図

1

Dl

※底版の直交する

鉄筋は同径とする

平 面 図

00 1

Dl

D160250

Dl

Dl
Dl

鉄筋被り

各項目 主鉄筋紋リ

側 壁 10飾

底 版 110耐 n

HPφ 1000
ｒ
　
Ｏ
Ｏ

※鉄筋中心から

'E体

面までの距龍
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1章 設計条件

1,1設計対象

計算封象 : 常時, レベル2地震動

地域区分 :A

112形式

現場打ちマンホール

1.3形状寸法

正面形状

1.4都材

側面形状

3 300

0 400

3 300

0.400

都材
番号

都材名称 タイプ

正面寸法

外径上縁
(ml

2 300

内径上縁
(m)

外径下縁
(ml

内径下縁
(m)

ハンチ
(m)

1 矩形 1.500 2.300 1.500 0.000

2 矩形 2.300 0.000 2.300 0.000 0,000

部材
番号

都材名称 タイプ

側面寸法

外径上縁
(m)

内径上縁
(m)

外径下縁
(m)

内径下縁
(m)

ハンチ
(m)

1 矩形 2.300 1 500 2.300 1 500 0 000

2 矩形 2.300 0.000 2.300 0.000 0,000

都材
番号

深度
(m)

部材高
(m)

都位
断面照査有無

節点分割
数

常 時 地震時

1 3.300 3,300 側壁 O ○ 7

2 3.700 0 400 底版 ○ 1
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1.5部材の解析モデル

1.6コ ンクリー ト材料

単位重量 γc 24.50(kN/m3)

1,7鉄筋材料

1.8許容値

常時の許容応力度

[と ]常時 (割 り増し係数 :1.0)

浮力の検討に対する安全率 !1,200

安全係数

材料係数

曲げ耐力用

コンク リー ト

鉄筋

せん断耐力用

コンクジー ト

鉄筋

部材係数

曲げ耐力用

せん断耐力用

コンクリー ト

鉄筋

構造物係数

γ

　

γ

　

　

　

γ

　

γ

０

　

０

０

　

０

1,00

1,00

γb:1.00

γ Ъc :1.00

γbs i l,00

γi:1,00

部材
番号

形状 部位 解析条件 備 考

1 矩形 側 壁 水平ラーメン解析

2 矩形 底版 4辺固定支持 建築学会

部材
番号 材料名称 材料強度f'

(N/m♂ )

ヤング係数Ec
×104

(N/耐 )

1 24 24.0 2 500

2 24 24.0 2.500

材
号

部
番 材質

材料強度fょ

(N/だ )

ヤング係数Es
×10S

(N/血
2)

1 SD345 345,0 2.000

2 SD345 345,0 2,000

部材
番号

R C (N/mm2)

曲げ圧縮
応力度

σ Ca

せん断
応力度

τ al

付着
応力度
τ Oa

引張応力度 σ sa

大気中 水 中

1 8.00 0,230 1.60 180.00 160.00

2 8.00 0,230 1.60 180.00 160.00
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1.10地盤 条件

鉛直方向の地盤反力係数Kvに対する水平方向せん断バネ係数Ksの比λ

レベル2の算出方法

表層のTsの算出方法    :Ts=1.25Tc
設計応答速度Sv

Svは グラフより算出

表層の地盤条件

表層地盤の動的ポアツン比 νD=0・ 50

基盤層データ

単位体積重量 γ =22.000(kN/ma)

動的ポアノン比 νD=0,30

せん断弾性波速度VBs=300.000(m/s)

1,11荷重

載荷荷重

[1]常時

1.9地下水位

地表面か らの深 さH

単位重量

0.000(m)

10,0(kN/m3)

0.300

0,0(kN/ぱ )

10,0(kN/m2)

0.30000

衝撃係数

地表面荷重 (死荷重)

(活荷重)

土
層
番
号

深度
Z

(m)

層厚
h
(m)

土質名 N値

重量 (kN/ぜ ) 静止
土圧
係数

K

鉛直
土圧
係数

せん断弾
性波速度

Vsi
仙/0

低減係数DE
レムミァレ2大気中

γ

水 中

γ

1 7.226 7.226 砂質土 3.000 13.300 4.300 0.5000 1,0000 115.380 1,000

Case
No.

名  称 タイプ 載荷強度
(kN/ド )

1 車両荷重 後輪荷重 (T-25) 100.000
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2章 常時の検討

2.1鉛直荷重
2.1.1躯体自重

(1)部材重量

2.1.2底版に作用する水圧

Wv= γw。 (h― hwl

=10.000× (3,700-0.000)

=37.000(kN/m2)

ここに、

Ww :底版に作用する水圧 (kN/m2)

γv:水 の単位重量 (kN/m3)

hw :地下水位位置 (m)

h !地 表面から底版下面までの距離 (m)

部材
番号 部位 名 称 面積 ×高 さ×単位重量 重量

(kN)

1 側壁 (2.300× 2.300-1.500× 1.500)X3.300× 24,500 245,784

累計Wc2 245.784

2 底版 2,300)(2.300)(0.400〉 (24.500 51.842

累計 Wc 297.626
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2.2水平 荷 重

2.2.1水平土圧、水圧

側壁部材に作用する水平荷重は以下により算出する。

(1)常時土圧

Ps =K。・ Σ γt・ (h― hw)十 K。・ Σγ' ・hw

ここに、

Ps :水 平土圧 (kN/m2)

K。  :静 止土圧係数

γし :上 の湿潤単位重量 (kN/n13)

γ' :上の水中単位重量 (kN/m3)

h  :層 厚 (m)

hw :水 中の層厚 (m)

(2)水圧

Pw = γw 'hw

ここに、

Pw

γW

hw

水圧 (kN/m2)

水の単位重量 =10,000(kN/m3)

地下水位面か らの距離 (m)

(3)活荷重による水平荷重

PI=Q・ KO

ここに、

Pl :活荷重による水平土圧 (kN/m2)

Q :地表面載荷荷重 =10.000(kN/m2)

Q=Qd+Ql
Qd :死荷重 =0.000(kN/m2)

Ql :活荷重 =10.000(kN/m2)

K。 :静止土圧係数

2.22水平荷童の集計

Q

&・ K9 Q・ K。

部材
番号

土層
番号

深 さ
(m)

都位 位置
土の単位重量

γ(kN/∬ )

Ps
(kN/ド )

Pv
(kN/ぱ )

Pl

(kN/ぎ )

合計
(kN/♂ )

1 1 0.000 側 壁 上端 4.300 0.000 0.000 5 000 5,000

1 1 3.300 側月_幸 下端 4.300 7.095 33.000 5.000 45,095

2 1 3.500 底版 中央 4 300 7.525 35.000 5,000 47 525
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2,3底版の計算
2.3.l作用荷重

底版部材に作用する地盤反力度は以下により算出する。

聰 =∵ キh

底版に作用する地盤反力度 (kN/m2)

躯体白重 (kN)、 躯体 =頂版 +中床版 +側壁

土砂重量 (kN)

載荷面積 (m2)=外径面積

活荷重による鉛直荷重 (kN/m2)

【部材番号 2】

A=2.300× 2.300・ 5,290(m2)

[1]常時

245.784 + 0`000
W3= キ 0.000

5,290

= 46.462 (kN/m2)

底版の断面力算出には、地盤反力度と水圧の大きいほうを用いる。

[1]常時

地盤反力度 46.462(kN/m2)≧ 水圧 37.000(kN/m2)

底版の断面力算出には、地盤反力度を用いる。

ここ

Ｗ３

Ｗｃ
ｈ

Ａ

Ｐ
▽‐

こ

)
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2.3.2断面力の計算

【部材番号 2】

[1]常時

等分布荷重を受ける4辺固定支持板として断面力を算出する。

M=α ・ w・ lx2

Q=α ・ w。 lX

ここに、

M :曲 げモー メ ン ト (kN.ml

Q :せ ん断力 (kN)

w :分布荷重 =46.462(kN/m2)

lx:短辺方向長さ =1.900(m)

ly:長辺方向長さ =1.900(m)

α :ly/1xよ り算出される係数

ly/1x = 1.000

1)曲 げモーメン ト

Q

Qy生

辺
向

短
方 係数 α M(kN m)

Mxl -0.0518 -8.688

Mx2 0.0277 4.646

長辺
方向

係数 α M(kN m)

Myl -0 0518 -8 688

My2 0,0277 4,646

My2max 0.0176 2.952

2)せん断力

辺
向

短
方 係数 α Q(lくN)

Qxl 014390 38.754

辺
向

長
方 係数 α Q(kNl

Qyl 0.4890 38.754

Ｓ
ｔｘ
【じ
〓
介
―
―
―

lx

/
/

ソ

ク

「
″

一　
一一
ｕ

一　
　
一

一
一一　

一一　

一

一
一／

一
″一　
一

一生
　
一

〓
⊇
　
一

ウ
〓
　
一　
一

麹

一
一　
一

Å

一
一　
一

I■ミ

一
つ1ツ lX

命

■
く

ド

蟹

じ

０
↑
―

―
―

０４

　

　

　

　

０３
令
「
し

マ
Ｔ

Ｉ
Ｉ
‐

(ッ =0)

χ
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3)せん断照査位置のせん断力

照査位置のせん断力は以下により算出する。

Q=α ―きれ+O
に 、

:照査位置のせん断力 (kN)

:始端でのせん断力 (kN)

:終端でのせん断力 (kN)

:ス パン長 (m)

:せん断照査位置 (m)

短辺方向

照査位置 X=0.400(m)

Q = 38.754 - 
瑞

× (38,754+38,754)

= 22.437 (kN)

長辺方向

照査位置 X=0,400(m)

Q=38.754-0・
400×

(38.754+38.754)

= 22.487 (kN)

こ

Ｑ

Ｑ
ｌ

Ｑ
２

」

Ｘ

こ
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2.3.3断面照査

【部材番号 2】 〈前後方向〉

地表面からの深度 3.300～ 3.700(m)

形状国の単位:mm 主鉄筋 (上面)

主鉄筋 (下面)

尋
段

かぶり
(Hml)

ピッチ
(mml

鉄筋径 本数
鉄筋量
(試 )

1 110,00 250.0 D16 4.000 794.400

段
かぶり
(m14)

ピッチ
(血,nl 鉄筋径 本数 給脇

量

1 110.00 250.0 D16 4,000 794,400
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端 部 中央部 h/2′点

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN m -8.6883 4.6461 -8.6883

N kN

V kN 22 4365

部材幅

部材高

有効幅

有効高

B HHl 1000.0 1000.0 1000.0

H mlll 400.0 400.0 400.0

bv HЫ l 1000.0 1000,0 1000.0

d mlll 290,0 290.0 290,0

主鉄筋    鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 血
2

D16× 400
794.40

D16× 400
794.40

D16× 400
794.40

As 耐 0 00 0.00 0 00

最小鉄筋量 0,0020・ B・ d

O.008・ N・ 100/σ ca

判定

As.th 鯖 580 00 580 00

AsLIh ml■

○ ○

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X alれ」 72.0703 72.0703 72.0703

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/耐 24.0 24,0 24.0

fyk N/耐 345 0 345 0 345,0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/耐 0 9066 0 4848

σ ca
1ヽ/耐 6.0000 8,0000

○ ○

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

N/縦 41.1193 21.9885

σ g」 N/耐 160,0000 160.0000

○ O

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに 関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

N/紺 0 0774

Ce 1 400

Cpt 0.974

CN 1,000

τ。1 N/耐 0.3136

○

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

τ N/紆 0,4449

N/耐 1.6000

O
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【部材番号 2】 く左右方向〉

地表面からの深度 3.300～ 3.700(m)

形状国の単位 :mm 主鉄筋 (上面 )

主鉄筋 (下面)

8
段

かぶり
(コDEn)

ピッチ
(血吼l

鉄筋径 本数
鉄筋量
(置)

1 110.00 250,0 D16 4.000 794.400

段
かぶり
価 〉

ピッチ
(螂)

鉄筋径 本数
鉄筋量
(献 )

1 110.00 25010 D16 41000 794.400
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端都 中央都 h/2′ミ

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN m -8 6883 4.6461 -3.6883

N kN

V kN 22.4365

部材幅

部材高

有効幅

有効高

B lnlll 1000 0 1000.0 1000,0

H
“

Hl 400.0 400.0 400.0

bv mlll 1000,0 1000,0 1000.0

d mlll 290.0 290 0 290.0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 耐

D16× 400
794.40

D16× 400
794,40

D16× 400
794.40

As 認 0 00 0 00 0,00

最小鉄筋量 00020。 B・ d

O,008・ N・ 103/。 ca

判定

Asalh 耐 580 00 580 00

AsⅢ l. 耐

○ ○

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X alttl 72.0703 72.0703 72 0703

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/耐 24.0 24.0 24,0

fyk N/耐 345.0 345,0 345.0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/鮒 0.9066 0,4848

σ 。。 N/耐 6.0000 8,0000

〇 〇

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

N/紺 41.1193 21.9885

σ

“

N/厨 160.0000 160.0000

○ 〇

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに 関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

N/耐 0.0774

Ce 1 400

Cpt 0,974

CH 1.000

τ
“
1 N/耐 0.3136

○

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

τ N/耐 0 4449

τ ca N/耐 1 6000

○
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2.4側壁の計算

2.4.1フ レームモデル

側面(左壁)

r節番Ⅲ

[1]常時

2.4,2断面力の計算

【部材番号 1】

[1]常 時

前壁

後壁

左壁

側面(右壁)

正 面 背面
モデル化

一

都材
番号

1

都材名称
荷重p

(kN/ギ )

45.095

前後壁 左右壁

断面積
A(ド )

断面2次モーメン ト
I(∬ )

断面積
A(ポ )

断面2次モーメン ト
I(ギ )

0.400 0 005333 0.400 0 005333

No 距離 (m) 位 置 M(kN.m) S(kN) N(kN)

1 0.000 端都 -13.566 42.840 42.840

2 0.400 h/2点 -0.038 24.802 42.840

3 0.950 中央都 6.783 0 000 421840

4 1.500 h/2点 -0.038 -24.802 42 840

5 1,900 端都 -13.566 -42.840 42.840

No 距離 (m) 位置 M(kN.ml S(kN) N(kN)

1 0 000 端部 -13.566 42.840 42 840

2 0.400 h/2点 -0,038 24.802 42.840

3 0.950 中央部 6.783 0,000 42.840

4 1.500 h/2′点 -0,038 -24.802 42.840

5 1.900 端都 -13.566 -42.840 42.840

No 距離 (m) 位置 M(kN.ml S(kN) N(kN)

1 0 000 端部 -13.566 42.840 42 840

2 0.400 h/2点 -0.038 24.802 42.840
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No 距離 (m) 位 置 M(l(N,m) S(kN) N(kN)

3 0.950 中央部 6,783 0.000 42.840

4 1.500 h/2点 -0.038 -24.802 42.840

5 1,900 端部 -13.566 -42,840 42,840

No 距離 (m) 位置 M(kN.m) S(kN) N(kN)

1 0.000 端 部 …13.566 42.840 42.840

2 0.400 h/2′く -0,038 24.802 42.840

3 0,950 中央部 6.783 0.000 42.840

4 1.500 h/2J点 -0.038 -24.802 42.840

5 1,900 端 部 -13.666 -42.840 42,840

)

右壁

曲げモーメン ト

-13.56

∞
ト

斜尋
即

せん断力

-24.

-42.

Ｏ
Ｏ
Ю
．∞
Ｈ

〇
ヾ

〇
∞

農大値= -13.566(kN.血 )

ω  O
O ぐ
∞  ∽

802

802

840

即 試
ぐ

"I

最大値 = 42.840

N
ヾ

tkN)

13.566 ２

　

４

４

　

２

7836,

．∞
↓

∞
』

．〇

軸力

,

２

　
　
　
　
　
　
２

４

　
　
　
　
　
　
４

．Ｎ
Ｗ

ぶ

鷲 鶴

霰

最大値 = 42,840(kN)
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2.4.3断面照査

【部材番号 1】 〈前後壁 水平方向〉

地表面からの深度 0.000～ 3.300(m)

形状国の単位:mm 主鉄筋 (外側 )

主鉄筋 (内側 )

奪
段

カぶ

血

ピッチ
(Hし■l

鉄筋径 本数
鉄筋量
(試 )

1 100,00 250.0 D16 4.000 794.400

段
かぶり
(血 )

ピッチ
(mm)

鉄筋径 本数
鉄筋量
(厨 )

1 100,00 250.0 D16 41000 794.400
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記号 単位 す需部 中央部 h/2〃点

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN,m -13 5661 6.7830 -0 0376

N kN 42.8403 42.8403 42,8402

V kN -24,8023

部材中昌

部材高

有効幅

有効高

B 剛 1000,0 1000,0 1000.0

H 肛Hl 400.0 400,0 400.0

bv nlttl 1000,0 1000.0 1000,0

d ll血 1 300,0 300.0 300.0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 耐

D16× 400
794.40

D16X4,00
794.40

D16× 400
794.40

As'

“

ltt12 0 00 0,00 0.00

最小鉄筋量 0.0020・ B・ d

O.008・ N。 103/σ ca

判定

Asnth 鯖 600.00 600.00

AsEIヽ 耐 57.12 42.84

○ 〇

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X 崩Hl 110.6635 185。 9247 3711 7740

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/絋 24.0 240 24.0

fyk N/縦 345 0 345 0 345,0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/証 1 2261 0 5001

σta N/耐 6.0000 8.0000

○ 〇

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/耐 31.4675 4.6030

σ sB N/耐 160.0000 160.0000

○ ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに 関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

N/厨 0.0827

Ce 1.400

Cpt 0.965

2,000

τ ■ N/紺 0.6213

○

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

τ , N/縦 0 4754

τ oB N/縦 1.6000

○
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【部材番号 1】 〈左右壁 水平方向〉

地表面からの深度 0,000～ 3.300(m)

形状国の単位:mm 主鉄筋 (外側)

主鉄筋 (内側 )

8
段

かぶり
(脱■)

ピッチ
(mttm)

鉄筋径 本 数
鉄筋量
(耐 )

1 100.00 250.0 D16 4,000 794,400

段
かぶり
(mm)

ピッチ
l,m)

鉄筋径 本数 絡
量

1 100,00 250.0 D16 4,000 794.400
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端部 中央部 h/2′黒

曲げモーメント

軸カ

せん断力

M kN m -13 5661 6 7830 -0 0376

N kN 42.8403 42.8403 42.8403

V kN 24 8023

部材幅

部材高

有効幅

有効高

B mln 1000.0 1000 0 1000.0

H 崩Hl 400.0 400.0 400.0

bw
“

Hl 1000.0 1000.0 1000.0

d
“

Hl 300.0 300 0 300.0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As Hlln2

D16× 400
794.40

D16× 400
794,40

D16× 4.00
794.40

As 耐 0 00 0 00 0.00

最小鉄筋量 00020・ B・ d

O,008・ N・ 10a/σ ca

判定

AsLlヽ 耐 600.00 600.00

AsLin 耐 57.12 42.84

○ ○

ヤング係数比

中立軸

五 15 15 15

X 取鹿l 110.6635 185.9247 3711,7740

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/耐 24,0 24.0 24,0

fyk N/縦 345.0 345 0 345,0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/証 1 2261 0 5001

σ t。 N/縦 6.0000 8.0000

○ O

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/席 31.4675 4.6030

σ s。 N/耐 160.0000 160.0000

O ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに 関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

N/縦 0,0827

Ce 1 400

Cpt 0.965

2 000

τ 31 N/縦 0 6213

○

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

N/紺 0.4754

t Og N/鯖 1.6000

○
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2.5安定計算

2.5.1浮 き上がりに対する安定

(1)浮力

U=γ w・ Vh

こ こに、

U

γv

Vh

:浮力 (kN)

:水の単位重量 =10,000(kN/ぽ )

:地下水位以下の躯体体積 (ma)

地下水位以下の躯体体積

U = 10.000)(19.573

= 195,730 (kN)

(2)鉛直荷重

W = Wc キ Wu

:鉛直荷重 (kN)

:躯体自重 (kN)

:頂版上の上砂重量 (kN)

[1]常時

W = 297.626 + 0.000

=297,626(kN)

(3)安全率

安全率 F=|:

[1]常時

297.626
F=― ――一

195,730

=1,521≧ 許容安全率 Fa=1.200

1ここ

Ｗ

Ｗｃ

Ｗｕ

こ

材
号

部
番 面積×高さ 解

1 2.300)(2,300)(3.300 17.457

2 2.300)(2.300〉く0.400 2.116

合計 19.573
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3章 地震時の検討

3,1耐震設計上の地盤種別

耐震設計上の地盤種別は、次式で算出される地盤の特性値Tcを もとに区分する。

Tc=4自
寺

こ こに 、

Tc

Hi

Vsi

耐震設計上の地盤種別

地盤種別 地盤の特性値Tc(s)

I種 Tc<0.2

II種 0.2≦ Tc<06

III′ 腫 0.6≦ Tc

ここで、設計条件の耐震設計上の地盤種別を判定すると次のようになる。

土層
番号

深度
(m)

土質名
Hl

(m)
N値 V`主

(m/s)
Hi/V.1

1 7.226 砂質土 7.226 3.000 115.380 0.06263

Σ 0.06263

高
【
　
・１

地盤特性値 (s)

i番 目の層厚 (m)

i番 目のせん断弾性波速度 (m/s)

ただし、実測値がない場合は次式から求めても良い。

粘性土層の場合 V玉 =100NiV3(1≦ Nl≦ 26)

砂質土層の場合 Vd=80NiV3(1≦ Ni≦ 50)

土質に関わらずヽ=0の とき Vsi=50

標準貫入試験によるi番 目の地層のN値

当該地盤が地表面から基盤面までのn層 に区分されるときの、地表面から

i番 目の地層の番号

〉

よつて 、地盤 の特性値 Tcは次 の よ うにな る。

Tc=4自
持

=4XO.06263=0.2505(s)

ゆえに、表層地盤の種別はH種とする。
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3.2地盤の応答変位 (レベル 2)

3.2.1地盤の固有周期

表層地盤 の固有周期 は、次 の よ うにな る。

T6 = 1.25TG

=1.25× 0.2505=0.3131(s)

3.2.2設 計応答速度

表層の地震動レベル2の設言1応答速度を次の図から求めると、Sv=0.30881(m/s)と なる。

(0,7 80) 80)

1    2  3 4 5678910
地盤の固有周期Ts(s)

3.2.3地盤の変位板幅の計算

応答変位法による耐震設計計算法では、地表面から深さzにおける水平方向の変位振幅を次式により求める。

Uh② =手・Sv・ Ts・ cos考ギ

¢
＼日
０
）あ
粗
畑
部
機
維
認

ここに、

Uh(z)

Sv

Ts

地表面からの深 さz(m)における水半方向の変位振幅 lm)

設計応答速度 (m/s)

表層地盤の固有周期 (s)

地盤の特性値Tcを基準として地震時に生 じるせん断ひずみの大きさを考慮

して、次式により求める。

Ts = 1,25Tc

地盤の特性値 (s)

地表面からの深さ(m)

表層地盤の厚 さ(最終土質深度)(m)

Ｔ
ｃ
　

ｚ

Ｈ

/
/

/
/

366



節点番号 深度z(血 ) 吼(Z)(血 )

1 0.000 0.019596

2 0,471 0,019493

3 0,943 0.019186

4 と.414 0.018677

5 1.886 0.017972

6 2.357 0.017079

7 2.829 0,016007

8 3.300 01014766

9 3.700 0,013592

地盤の変位振幅
地表

王

表層

基盤層

ブ′
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313鉛直方向断面力の計算 (レベアレ2)

3.3.1解析モデル

マンホールの鉛直断面を、図に示すようにはり要素とと́てモデル化する。このはリモデルに蜘器の相対

変位 を地盤の水平バネを介 して強制変位 として作用させ、部材に発生する断面力を求める。

と|

モデノレイヒ

3.3.2地盤反力係数

(1)水平方向の地盤反力係数

水平方向の地盤反力係数は次式によ り求める。

監 =

ED=2・ (1+ν D)° GD

GD=γ
 teq.vsD2

g

嗚=∵
ここに、

kh

ED

｀
'D

Hw

GD

γ teq

g

VSD

Hg

Ts

水平方向地盤反力係数 (kN/m3)

表層地盤の動的変形係数 (kN/m3)

表層地盤の動的ポアノン比

マンホール底面下端か らマンホール上面までの高さ =3.700(m)

表層地盤の動的せん断弾性係数 (kN/m2)

表層地盤の単位体積重量 (kN/∬ )

重力加速度 =9.8(m/s2)

表層地盤の動的せん断弾性波速度 (m/s)

表層地盤の厚 さ =7.226(ml

表層地盤の固有周期 (s)

土層
番号

単位体積重量
γ ti

(kN/∬ )

層厚
Hi
(m)

γ ti・ Hi

(kN/r)

1 13.300 7.226 96.106

Σ 96.106
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96.106
γ ぃq

7.226

=13.300(kN/m3)

4・ Hg

Ts

4× 7.226

0.3131

=92.304(kN/ぜ )

=γ
 teQ.vsD2

g

=翠 科 鉤ぜ

=11562,896(kN/ざ )

=2・ (1+ν D)・ GD

=2× (1+0.50)X l1562.896

=34688,7(kN/m2)

グじ・ ED

VSD

GD

kh

4・ (1-ν ♂)。 Hw

π ×34688.7

4X(1-0.502)× 3.700

= 9817.813 (kN/m3)

(2)鉛直方向の地盤反力係数

鉛直方向の地盤反力係数は次式により求める。

kv=  π・ED

4(1-1,D2).Bw

E,=2・ (1+ν D)・ GD

GD=γ
 teは

.vsD2
g

鴫=拌

ED

ここに、

k、′

ED

ν D

Bw

GD

γ te■

g

VSD

Hg

Ts

鉛直方向地盤反力係数 (kN/ド )

表層地盤の動的変形係数 (kN/m3)

表層地盤の動的ポアノン比

マンホール底面幅 =2.300(m)

表層地盤の動的せん断弾性係数 (kN/h彦)

表層地盤の単位体積重量 (kN/n3)

重力加速度 =9,8(m/s2)

表層地盤の動的せん断弾性波速度 (m/s)

表層地盤の厚さ =7.226(m)

表層地盤の固有周期 (s)
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鉛直方向地盤反力係数

土層
番号

ED

(mし/m;)
kv

(kN/∬ )

1 0,500 34688.7 15793,9

(3)水平方向のせん断バネ係数

水平方向のせん断バネ係数は次式により求める。

ks=λ・kv

イこ

水平方向のせん断バネ係数

ks =λ ・ kv

= 0.30000)(15793.9

= 4738.2

ヽ
ｋ
ｓ

λ

路

水平方向のせん断バネ係数 (kN/m3)

鉛直方向地盤反力係数hに対する水平方向せん断バネ係数ksの比=0.30000

鉛直方向地盤反力係数 (kN/mう )
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3.3.3地盤のバネ

(1)地盤 の水平バネ

地盤 の水平バネは次式により求める。

KHi = Khi・ Ai

とこヽ

Ｋ

Ｋ

Ａ

各節点の地盤の水平バネ (kN/m)

水平方向の地盤反力係数 (kN/m3)

各節点の分担面積 (m2)

地盤の水平バネ

(2)地盤 の回転バネ

地盤 の回転バネは次式によ り求める。

K, = Kv・ I

こ こに、

Kθ

為

I

地盤の回転バネ (kN.m/rad)

鉛直方向の地盤反力係数 (kN/m3)

マンホール底面の断面二次モーメン ト(m4)

2.300)(2.3003
I

12

=2.332(m4)

地盤 の回転バネ

K, = 15794× 2.332

=36831(kN.m/rad)

(3)底面のせん断バネ

底面のせん断バネは次式により求める。

聰 =ks・ Av

ここに、

Ks : 地盤のせん断バネ (kN/m)

ks : 水平方向せん断バネ係数 (kN/ギ )

馬  : マンホール底面の底面積 (m2)

地盤のせん断バネ

Ks = 4738.2)(5,2900

=25065(kN/m)

節点
番号

深 さ
Z

(11)

分担高さ
Hi

(m)

分担幅
Bi

(m)

分担面積
Ai

(ギ )

地盤反力
係数Kh
(kN/∬ )

水平バネ
【hi

(kN/ml

1 0.000 0.236 2,300 0.5421 9818 5323

2 0,471 0.471 2 300 1.0843 9818 10645

3 0.943 0,471 2.300 1 0843 9818 10645

4 1.414 0.471 2.300 1.0843 9818 10645

5 1 886 0.471 2.300 1 0843 9818 10645

6 2 357 0 471 2.300 1 0843 9818 10645

7 2.829 0.471 2.300 1.0843 9818 10645

8 3 300 0.436 2 300 1.0021 9818 9839

9 3 700 0 200 2 300 0 4600 9818 4516
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3.3.4断 面力の計算

(1)フ レーム入カデータ

各部材のi端、j端における荷重は次式により求める。

Pi=Di・ KHi

に

節点1の水平方向荷重 (kN)

節点iの地盤の相対変位 (m)

節点iの水平バネ (kN/m)

(2)断面力の算出

鉛直方向断面力計算結果

Sv= 0.30881(m/s)

Ts= 0,31314(s)

ヽ

Ｐ

Ｄ

Ｋ

節点
番号

部材
番号

断面二次モーメン トは )
都材長
(ml

水平バネKh(kN/ml
相対変位

(1阻 )

荷重P(kN)

二端 j端 i端 j端 i端 j端

1 1 1.910133 1,910133 0.471 5322.657 10645 314 0 006004 31.96 62.82

2 1 1.910133 1 910133 0.471 10645 314 10645 314 0 005901 62 82 59.55

3 1 1.910133 1,910133 0,471 10645 314 10645.314 0 005594 59.55 54 13

4 1 1,910133 1 910133 0.471 10645,314 10645.314 0,005085 54.13 46.63

5 1 1.910133 1,910133 0.471 10645.314 10645 314 0,004381 46.63 37 12

6 1 1,910133 11910133 0.471 10645,314 10645.314 0,003487 37. 12 25.71

7 1 1.910133 1 910133 0 471 10645,314 9838,851 0 002415 25 71 11.56

8 2 2.332008 2 332008 0.400 9838.851 29581 071 0 001176 11.56 0 00

節′煮

番 号

軸力 (kN) 曲げモーメン ト
Mi

(kN.m)

せん断力
Si
(kN)Ni(上 ) Ni(下 )

1 0.0000 0 0000 0 0000 -2 3639

2 35,1120 35.1120 -1.1144 -0.6593

3 70 2240 70 2240 -1.4252 5 3001

4 105.3360 105.3360 1 0734 13.3715

5 140 4480 140,4480 7.3771 21.4686

6 175.5600 175 5600 17 4981 27.5834

7 210.6720 210 6720 30.5017 29,8073

8 245,7840 245,7840 44.5537 26.6127

9 297 6260 297.6260 55.1988 26.6127

節点
番号

深さ
(ml

相姑変位
(m)

部材変位
(m)

変位差
(m)

地盤反力係数
kh(kN/∬ )

地盤反力
q(kN/m2)

1 0 000 0 006004 0.006448 0.000444 9818 4.3602

2 0,471 0,005901 0.005741 -0 000160 9818 -1.5720

3 0.943 0.005594 0 005034 -0 000560 9818 -5 4962
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,

節点
番号

深 さ
(m)

相対変位
(m)

部材変位
(血)

変位差
(m)

地盤反力係数
kh(kN/♂)

地盤反力
q(dチ )ヾ

4 1.414 0.005085 0.004327 -0.000758 9818 -7.4440

5 1.886 0.004381 0,003620 -0,000761 9818 -7.4676

6 2.357 0.003487 0.002913 -0.000574 9818 -5.6395

7 2.829 0.002415 0.002206 -0.000209 9818 -2.0510

8 3.300 0.001175 0.001499 0.000325 9818 3.1877

9 3.700 0 000000 0.000900 0.000900 9818 8.8326

※地盤反力は、地盤の相対変位とフレーム解析で得られた部材変位との差に、地盤反力係数を乗じて算出

(3)断面力の分布

曲げモーメン ト(kN.m) せん断力 (kN) 軸力 (kN)

-2.

-1

29.80

55,1 297.6
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3.4鉛直方向断面照査一覧表 (レベル2)

設計対象地震動 レベル2(前後方向地震動 )

項 目 記 号 単位 節点1 節点2 節点3 節点4

曲げモーメント

軸カ

せん断力

、rd kN,m 0.0000 -1.1144 -1.4252 1,0734

NJ kN 0 0000 35。 1120 70.2240 105.3360

VJ kN …2.3639 -0.6598 5,3001 13.3715

都材幅

魂オオ富

中空幅

中空高

有効幅

有効高

B nHl 2300 0 2300.0 2300.0 2300 0

H HMl 2300.0 2300,0 2300 0 2300 0

Bθ 止直l 1500,0 1500.0 1500,0 1500 0

H。 疵ull 1500 0 1500,0 1500.0 1500 0

bマ H出 1 800.0 800.0 800 0 800.0

d mIIl 2100 0 2100.0 2100 0 2100 0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

A∫ 絋

D13× 9,00
D13× 9.00
2280.600

D13× 900
D13× 900
2280.600

D13× 900
D13X9.00
2280.600

D13)(9,00
D13× 9.00
2280.600

As 耐

D13× 900
D13× 9,00
2280 600

D13× 9.00
D13× 9.00
2280.600

D13× 9.00
D13× 9.00
2280 600

D13× 900
D13× 900
2280 600

ヤング係数比

中立市由

n 8 0000 8.0000 8.0000 8 0000

X HIXl 41,423 42.356 43 280 44 203

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'.k N/縦 24.0 24,0 24 0 24.0

fyI N/縦 345.0 345 0 345,0 345,0

コンクリー ト設計圧縮強度

鉄筋の設計降伏強度

設計曲げ耐力

γi・ 脆/Mud

判定 (γ i・ MJ/M岨 ≦1,0)

f'c」 N/縦 24.000 24,000 24.000 24 000

f7J N/籠 345 000 345 000 345 000 345 000

M.d kN.m 1782.275 -1821,776 -1860,874 18991945

0,000 0.001 0.001 0.001

○ O ○ ○

引張主鉄筋量 As 耐 2280.60 2280.60 2280.60 2280.60

せん断補強筋 ピッチ

鉄筋量

Hln 0.000 0 000 0 000 0 000

嵐 耐 0 000 0.000 0.000 0.000

コンクリー トの設計せん断強度

鉄筋の設計降伏強度

fvtJ N/耐ぜ 0 5769 0.5769 0 5769 0 5769

f,,d N/耐 0,00 0.00 0.00 0 00

有効高による′怖信正

引張主鉄筋比によるイ甫正

軸圧縮力による補正

βJ 0.831 0,831 0 831 0.831

β , 0,514 0.514 O S14 0514

β 1.000 2,000 2 000 2,000

せん断耐力 (コ ンクリー ト)

せん断耐力 (鉄筋 )

せん断耐力 (V。1+鴫 )

γl・ V1/Vy」

判定 (γ it Vd/VJ≦ 1.0)

Vι J kN 413,975 827.950 827.950 827.950

ViJ kヽ
l 0.000 0.000 0,000 0,000

VrJ kN 413.975 827.950 827 950 827.950

0.006 0.001 0.006 0,016

○ ○ ○ ○
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設計対象地震動 レベル2(前後方向地震動 )

項 目 記 号 単位 節点5 節点6 節点7 節′点8

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

MJ kN m 7 3771 17.4981 30 5017 44 5537

N」 kN 140.4480 175.5600 210 6720 245,7840

V」 にN 21.4686 27.5834 29.8073 26 6127

部材幅

部材高

中空幅

中空高

有効幅

有効高

B lllln 2300.0 2300 0 2300.0 2300.0

H nlln 2300.0 2300.0 2300.0 2300,0

B8 nHl 1500.0 1500.0 1500.0 1500 0

HO nHl 1500.0 1500.0 1500,0 1500 0

b帝 取Hl 800 0 800 0 800 0 800 0

d ‖Hl 2100,0 2100.0 2100.0 2100 0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 籠

D13× 9.00
D13× 9,00
2280 600

D13)く 9 00
D13× 900
2280 600

D13× 9,00
D13X9.00
2280.600

D13)(9 00
D13× 900
2280 600

A, 耐

D13× 9,00
D13× 900
2280 600

D13)(9.00
D13〉〈9.00
2280 600

D13× 9,00
D13× 9,00
2280 600

D13× 9,00
D13X900
2280.600

ヤング係数比

中立軸

n 8.0000 8.0000 8.0000 8 0000

X
“

lnl 45.127 46.051 46.975 47 898

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f',k N/耐 24 0 24 0 24.0 24.0

f)I N/耐 345 0 345 0 345.0 345,0

コンクリー ト設計圧縮強度

鉄筋の設計降伏強度

設計曲げ耐力

γl・ Md/Mud

判定 (γ i・ MJ/Md≦ 1.0)

f'c」 N/縦 24 000 24 000 24 000 24 000

f′」 N/耐 345 000 345 000 345.000 345,000

叱 J kN.m 1938.989 1978 006 2016 996 2055 959

0.004 0.009 0 015 0 022

○ ○ ○ ○

引張主鉄筋量 A, 耐 2280 60 2280.60 2280.60 2280 60

せん断補強筋 ピッチ

鉄筋量

S, 前lla 0.000 0 000 0.000 0.000

h 耐 0,000 0.000 0.000 0 000

コンクリー トの設計せん断強度

鉄筋の設計降伏強度

f畑 N/耐 0 5769 0.5769 0.5769 0.5769

fwd N/耐 0 00 0.00 0.00 0 00

有効高による補正

引張主鉄筋比による補正

軸圧縮力による補正

βd 0,831 0.831 0 831 0.831

β 0.514 0.514 0 514 0.514

β 2 000 2.000 2.000 2 000

せん断耐力 (コ ンクリー ト)

せん断耐力 (鉄筋 )

せん断耐力 (VcJ+V“)

γi・ VJ/VyJ

判定 (γ l・ Vd/V“ ≦1,0)

Ved kN 827.950 827.950 827 950 827 950

Vid kN 0,000 0.000 0.000 0,000

V,d kN 827.950 827.950 827,950 827.950

0.026 0.033 0.036 0.032

○ O ○ O
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3.5水平方向断面力の計算 (レベル2)

3.5,1各節点深度における水平荷重の算出

各節点深度における水平荷重を算出し、常時荷重として作用させる。

3.5,2照査断面が矩形の場合

(1)計算仮定

断面力の計算は、応答変位による地盤反力を地震時増加荷重と考えて、次に示す荷重条件により行 う。

また、地震時躯体に作用する周辺地盤の側圧として (静止土圧十水圧十地表面荷重による水平土圧)を考える。

地震 の方 向→

ω 0 o +   ωb

ωO=静止土圧 トフ

各節点の水平断面に作用する荷重は次に示す荷重の組み合わせによる。

士也戸_時増カロ荷重

節点
番号

深度
Z(m)

層厚
h(m)

上の単位重量
γ(kN/ば )

静止土圧
係数K

Σ γh

(kN/ぱ )

水平土圧
Pl(kN/ぱ)

水圧
P2(kN/♂ )

に

よ

P3

1 0.000 0 000 13.30 0.500 0,000 0,000 t,.()t'() t, Uく,t,

水 0.000 0 000 13,30 0.500 0,000 0.000 0.000 0 000

Z 0 471 0.471 4 30 0.500 2,027 1 014 4,714 0,000

3 0.943 0.471 4,30 0.500 4.054 2,027 9.429 0.000

4 1,414 0.471 4.30 0.500 6.081 3,041 14.143 0.000

5 1,886 0.471 4.30 0.500 8.109 4.054 18.857 0,000

6 2.357 0.471 4.30 0.500 10.136 5.068 23.571 0.000

7 2.829 0.471 4.30 0.500 12,163 6.081 28.286 0.000

8 3.300 0.471 4.30 0.500 14.190 7.095 33.000 0,000

9 8 700 0.400 4.30 0.500 15 910 7.955 37.000 0 000
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ω 0

ω

ω 0

ここに、

の。:常時荷重 (静止土圧十水圧 +地表面荷重による水平上圧 )

のも:地震時増加荷重 (応答変位 による地盤反力 )

の3:ω o十 ωb(ω b≧ 0の場合 )

の。
~ω b(ω b<0の場 合 )

矩形断面に作用する荷重

節点
番号 (kN/ド )

ω b

(kN/ざ ) (kN/ぱ )

1 0,000 4.360 4.360

2 5 728 -1.572 7.300

3 11,456 -5,496 16.952

4 17.184 -7.444 24.628

5 22.911 -7.468 30.379

6 28.639 -5.639 34.279

7 34,367 -2.051 36.418

8 40.095 3.188 43.283

0
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(2)フ レームモデル

以上の荷重を、次のようにモデル化した断面に載荷し、フレーム解析を行う。

地震の方向 一>

側面(左壁)

11

正面

9

2

節点番号 2   都材番号 1

-2.017

最大値= -2017

節点番号 4   部材番号 1

4.

-6.

背画  モデル化
て後壁)

159

159

246

923

(前壁)
8

73
654

側面(右壁)

図中の数字は、断面照査の着目位置の点番号

(3)曲 げモーメント図

【前後方向地震動】

節点番号 上   部材番号 1

1,15

-0181

最大値=  1.153

節J煮番号 3   部材番号 1

3.1

-4.4

1 919

1,666

899

855

最大値= -4.473

378

最大値= -6.560



節点番号 5   部材番号 1

5,42

-8.

最大値= -8.287

節点番号 7   部材番号 1

5.71

-10

最大値= -10.722

(4)せん断力図

【前後方向地震動】

節点番号 1   部材番号 1

4.1

2.39

-2.39

-4.1

節点番号 6  部材番号 1

5.

-9

最大値= -9.669

節点番号 8(上)部材番号 1

6.87

-12.657

最大値= -12.657

節点番号 2  部材番号 1

6.

4,0

-4,0

-6.

621

718

10.264

411

513

11,946

147

150

244

.150

441

最大値 0.000

379

最大値= -6.935



節 !点番号 3   部材番号 1

16.1

9.

-9.

-16.1

最大値= -16,104

節点番号 5   部材番号 1

28

16.70

-16

-28.

最大値= -28.860

節点番号 7   部材番号 1

-20.

-34.59

最大値= -34.597

節点番号 4   部材番号 1

23139

13.

-13.

-23.39

最大値= -23.396

節点番号 6   部材番号 1

-18.85

-32.

最大値= -32.565

節点番号 8(上)部材番号 1

41.11

23.8

…23。

-41.11

最大値= -41,119

,883

301

301

883

324

451

451

324

766

601

.601

766

649

902

２

　

８

207

752

752

207

４

一　

〇

３

　

２

０９０

０５２

　

　

　

　

０５２

090

902

649
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(5)軸力図

【前後方向地震動】

節点番号 1   部材番号 1

0.51

0.51

最大値=  0.512

節点番号 3   部材番号 1

11

11.

最大値= 11.528

節点番号 5   部材番号 1

最大値= 22.643

節点番号 2   部材番号 1

5.

最大値=  5.626

節点番号 4   部材番号 1

17

17

最大値= 17.199

節点番号 6   部材番号 1

最大値= 27.870

512

512

237

237

889

889

450

.450

545

つ
々
　
　
　
　
　
　
　
０
と

０
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
０
と

７

　

　

　

　

　

７

545

鵜 とヽ 粥 よ

43 2( 門 稲
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節点番号 7   部材番号 1

408

38.

最大値= 32.890

(6)矩形断面の断面力

地震の作用方向に直交する面について、断面力をまとめる。

【前後方向地震動】

曲げモーメント(kN.ml

せん断力 (kN)

節点番号 8(上)部 材番号 1

最大値= 38.465

716

71638408０
わ
　

　

　

　

　

っ
々

“

妥

節点番号
前壁

点1(端部) 点2(中央) 点3(端都 )

後壁

点7(端部) 点8(中央 ) 点9(端部 )

1 -0.8144 1 1531 -0,8144 0,1586 0 1586 0.1586

2 -2 0168 1.2773 -2.0168 -1.6660 0 9187 -1 6660

3 -4,4729 3 17FⅢ 7 -4 4729 -3.2464 1,9230 -3.2464

4 -6 5598 4.5534 -6 5598 -4 8987 2.8554 -4.8987

5 -3.2874 5.4212 -8 2874 -6.6209 3,7178 -6.6209

6 -9,6690 5,7993 -9,6690 -3.4106 4.5129 -3.4106

7 -10,7219 5,7118 -10,7219 -10.2642 5,2440 -10.2642

8(上 )
-12 6573 6 8740 -126573 -11.9460 6 1469 …11 9460

節点番号
前壁 後壁

′点1 (h/2) 点2(中央 ) ′点3 (h/2) 点7(h/2) 点8(中央 ) 点9(h/2)

1 2.3981 0.0000 …2.3981 0.0000 0.0000 0.0000

2 4.0149 0.0000 -4.0149 3.1503 0.0000 -3.1503

3 9.3236 0 0000 -9.3236 6.3006 0.0000 -6.3006

4 13.5452 0,0000 -13.5452 9,4510 0.0000 -9 4510

5 16 7085 0.0000 -16.7085 12.6013 0,0000 -12.6013

6 18,8533 0 0000 -18.8533 15,7516 0 0000 -15 7516

7 20.0300 0.0000 -20.0300 18,9019 0,0000 -18.9019

8(上 ) 23.8055 0,0000 -23.8055 22.0522 0 0000 -22.0523
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軸力 (kN)

節点番号
前壁 後壁

点1(端部) 点2(中央) 点3(端都 ) 点7(端部 ) 点8(中央 ) 点9(端部 )

1 0,5121 0.5121 0,5121 -0.5121 -0,5121 -0.5121

2 5.6261 5 6261 5.6261 5.2568 5,2568 5,2568

3 11.5285 11.5285 11.5285 10.2374 10.2374 10.2374

4 17.1987 17.1987 17.1987 15.4501 15.4501 15,4501

5 22.6429 22.6429 22.6429 20.8888 20,8888 20.8888

6 27.8697 27.8697 27.8697 26.5450 26.5450 26.5450

7 32.8897 32.8897 32.8897 32.4079 32.4079 32.4079

8(上) 38,4646 38.4646 38.4646 37.7159 37,7159 37.7159

う

383



3.6水平方向断面照査一覧表 (レベル 2)

設計対象地震動レベル2(前後方向地震動)

項 目 記 号 単位 節点 1※ 節点 2※

着日位置 曲げ

せん断力

′黒2 ′く3 点 3 メミ2

点3側h/2点 点3側h/2点

都材幅

都材高

有効幅

有効高

B 崩Hl 1000.0 1000,0 1000,0 1000,0

H n詢ェ 400.0 400,0 400.0 400.0

崩Hl 1000.0 1000.0 1000,0 1000,0

d Hlln 300.0 300.0 300.0 300.0

曲げモーメン ト

軸力

卜ld kN m 1.1531 -0.8144 -2 0168 1.2773

Nd kN 0.5121 0.5121 5,6261 5.6261

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

A, 耐

D16× 4.00
794 400

D16× 4.00
794.400

D16× 400
794 400

D16)(4 00
794 400

A, 紺 0.000 0.000 0,000 0 000

ヤング係数比

中立軸

n 8,0000 8.0000 8.0000 8 0000

X mln 16 627 16.627 16 937 16 937

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'.k N/mざ 24.0 24.0 24.0 24.0

f)i N/耐 345,0 345 0 345,0 345.0

コンクリー ト設計圧縮強度

鉄筋の設計降伏強度

設計曲げ耐力

γl・ Md/Mud

判定 (γ l・ Md/比 d≦ 1.0)

f'。 J N/紺 24 000 24,000 24 000 24.000

fyJ N/縦 345 000 345 000 345 000 345.000

Mud kN.m 80,423 -80,423 -81.378 81,378

0.014 0.010 0,025 0 016

○ ○ ○ ○

吉1材高

有効高

H alln 400.0 400 0

d mlll 300.0 300 0

せん断力

曲げモーメン ト

軸力

VJ kN -2.3981 -4,0149

MJ kN m 04936 0 1732

Nせ kN 0 5121 5.6261

せん断補強筋 ピッチ

鉄筋量

Ss mlll 0 000 0 000

応 耐 0.000 0.000

コンクリー トの設計せん断強度

鉄筋の設計降伏強度

fvtJ N/鯖 0.5769 0.5769

f.Jd 吼/圃ド 0.00 0 00

有効高による補正

引張主鉄筋比による補正

軸圧縮力による補正

β」 1.351 1 351

β 0,642 0.642

β 1.069 2,000

せん断耐力 (コ ンクリー ト)

せん断耐力 (鉄筋)

せん瞬耐力 (Vdtt V劇 )

γi・ VJ/Vy」

判定 (γ l・ VJ/V“≦1.0)

VtJ kN 160.469 300.222

Vsd kN 0 000 0,000

VyJ kN 160.469 300.222

0 015 0.013

O ○

※単鉄筋による耐力照査結果を示す。
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設計対象地震動 レベル2(前後方向地震動 )

項 目 記 号 単位 節点 3※ 節点 4※

着 目位置 曲げ

せん断力

′点3 ′点2 点 3 J点 2

点3側h/2点 点3側h/2点

部材幅

部材高

有効幅

有効高

B mIIl 1000.0 1000.0 1000.0 1000 0

H HHl 400.0 400,0 400.0 400,0

bF Hlln 1000.0 1000.0 1000.0 100010

d mlll 300,0 300.0 300,0 30010

曲げモーメント

軸力

Md kN.m -4.4729 3 1767 -6.5598 4.5534

NJ kN 11 5285 11 5285 17.1987 17 1987

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

A` HH12

D16× 4,00
794.400

D16× 400
794.400

D16× 4.00
794.400

D16× 4.00
794.400

Ai HH12 0 000 0.000 0.000 0 000

ヤング係数比

中立軸

n 8.0000 8.0000 8 0000 8.0000

X mlll 17 295 17 295 17.637 17 637

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'tk N/縦 24 0 240 24.0 24.0

f. N/紺 345 0 345,0 345.0 345,0

コンクリー ト設計圧縮強度

鉄筋の設計降伏強度

設計曲げ耐力

γi・ 卜L/硫 d

半U疋
~(γ

〔・醜/M.J≦ 1.0)

f'.」 N/縦 24,000 24.000 24,000 24.000

fyJ N/縦 345 000 345,000 345,000 345 000

帆 d l(N.m -82 475 82 475 -83 522 83 522

0.054 0.039 0.079 0 055

○ 〇 ○ ○

部材高

有効高

H mlll 400 0 400.0

d mln 300.0 300.0

せん断力

曲げモーメン ト

軸力

Vd kN -9,3236 -13.5452

MJ kN.m 0.6127 0.8285

N」 kN 11 5285 17 1987

せん断補強筋 ピッチ

鉄筋量

S`

“

Hl 0.000 0.000

h 耐 0,000 0 000

コンクリー トの設計せん断強度

鉄筋の設計降伏強度

fved V紺 0.5769 0.5769

fvd N/耐 0.00 0.00

有効高による補正

引張主鉄筋比による補正

軸圧縮力による補正

βd 1.351 1,351

β, 0.642 0.642

β 2.000 2.000

せん断耐力 (コ ンクリー ト)

せん断耐力 (鉄筋 )

せん断耐力 (V。こ+V.)

γl・ VJ/V′」

半賄言(γ i,VJ/V,J≦ 1.0)

Ved kN 300.222 300.222

Vs」 kN 0.000 0 000

Vyd kN 300.222 300.222

0.031 01045

○ O

※単鉄筋による耐力照査結果を示す。
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